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0経営者のための選職金制度

0掛金は金額所得控除

0受取時も親制訴郎W卜

ご要望の多い一部の手続きについて
オンライン手続きが出来ます。新規
加入、掛金払込証明書の電子交付、
掛金月額の増額減額、氏名 。住所等
の変更 など

他にもこんな特徴がありま魂

■月々の掛金は1,000円から

騒契約者貸し付けの利用が可能

■共済金の受給権は差押禁止

※ 詳しくは、ホ…ムページまたは
パンフレットをと覧下さい

夫済相 I策室 TEL OSO― SS41-7171
【受付時間】平日9:OO～ 17:OO

小規模企業共済制度の詳しい内容は

QRヨード又はホームページから

ご確認ください。

小規模共済
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飯南町商工会は、去る、5月 23日 火曜日に飯南町商工会館において令和 5年度第 17回飯南町商

工会通常総会を開催しました。

開会に先立ち、石川会長から「人口減少や高齢化の進展により地域の衰退が懸念される中、新

型コロナウイルスの影響や、物価高騰等の影響を受け会員一人一人が厳 しい経営状況を強いられ

ています。そのような中で、商工会は、経営相談や資金繰 り支援等に、国・県・飯南町の様々な支

援施策を活用し事業者の皆さんの支援を行ってきました。

今年度も引き続 き厳 しい経営環境が予想される中で、小規模事業者支援に全力を尽 くしていき

ます。大きな柱 として、デジタル化への対応、事業承継の推進、コロナや物価高騰を受けた事業者

支援、地域資源を活かした事業創出に力を入れていきます。」と力強く本年度の方針を述べました。

令和 4年度の事業報告並びに決算報告、令和 5年度の事業計画及び予算が上程され、いずれも

原案どお り可決承認されました。
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飯 南 町 商 工 会
本  所

〒690-3513島根県飯石郡飯南田」下赤名877-1
TEL(0854)フ6-2118 FAX(0854)76-2955

支援センター

〒690-320ア 島根県飯石郡飯南町頓原2212-3
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健康診断

上限6,000円補助
インフルエンザ予防機種

600田補助 (1回/年震)

歯科健診 (函科治霞宮む)

800円補助(1回/年康)

醒 1硼鵡 付 脚 絲帥

ント
'0001乏を送平

お食事害il引券
割引指定店

約400店舗
ドライブレコ…ダ~購入

2,000円補助(1回/5年瞑)

ETC装着セツトアツプ

2,000円補助(1回 /年度)

Hi`鮮て鮎絲
ッアー

淫朧 苫)

熟年夫婦旅行

lo,000円割君i ,000円割弓
隠岐汽船 (1回/年嵐)

「2,091事業所。29,306人をサポート中」ますはお電話下さい:ジョイメイトしまね燭X0852)28‐ 6555
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小規模企業其済
こんすよ悩みにお応えします

国がつくつた

詣lJ度 の特長

斃

年金に不安を感じたら 無理のない月額で
積立をしたい

令不05年9月からオンライン手続きを開始いたします

~鶏

令和 5年度第117回飯南
―
町商工会通常総会を開催
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令和 5年度飯南町商工会通常総会において次の方々が永年勤続優良

従業員表彰を受賞されました。永年のご労苦に敬意を表し感謝申し上

げ、ますますのご活躍をお祈 りします。
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新部長挨拶 飯南日丁商工会青年部 部長 宇 治 田  崇 宏

令和5年度より飯南田」商工会青年部部長の任をお受けすることとなりました。
I見在、青年部員は減少の一途をたどつており、これまでどおりの青年部

活動を継続していくことは難しい状況を迎えてしヽます。部員の増員を図る

こと|よ もちろんですが、減少した人員でできることはないか、守るべき伝

統を維持しながら新しいことに挑戦してしヽきたいと考えています。

今年度|よ新型コロナウイルスが第 5類へ移行したことに伴しヽ、社会経済

渚動の正常化が進みつつある中、地域と密着、連携を図りながら飯南町の

活性化に微力ながら務めていきます。また、市場規模が縮小している当町

において、若き経営者、後継者として地域経済の維持・発展の支えとなれ

るよう相互研鑽と資質の向上に取り組んで参ります。

今後の青年部活動におしれて、かけがえのない仲間を作り、互いに成長す

ることで経営者として、経営に携わるものとして未来を切り拓いてしヽきた

いと思しヽます。

部 長 挨 拶          師 哺 強 女ll生部 吉[長 岸 み の り

令和 5年度飯南日丁商工会女性部通常会を 6月 4日 (日 )に開催しました。
コロナも 5類に変更され、久しぶりに、総会・研修会・懇親会と賑やかに開催することが出来ました。

総会のあと|よ 、来島にお住いの内部さんを講師に迎え「多肉植物の寄せ植え」を開催しました。

6人 司グループでどのテーブルも苦労しながらも楽ししヽ会話の中、すてきな寄せ植えが出来ました。

今年は、ぼたんまつりを|よ じめ4年ぶりのイベントが復活しています。ぼたんまつりで|よ 、朝のうち

が雨模様で、少し心配で|よ ありましたが、昼からは暑いくらいになりました。

久しぶりの女性部テントとよさこしヽ運営で、手間取つたりしましたが、よさこい 14チームの皆様に

参加頂き、無事終了することが出来、飯南町の賑わい、活性化の一助になつたのではないでしょうか。

来年もたくさんのよさこいチーム参加と来場者になることを願つてしヽます。

さて、今年度|よ島根県商工会女性部連合会の主張発表が飯南町商工会女性部となつていました。

発表者|よ、副部長の後藤さんです。 4月の県女性連総会で、発表して頂き、先般米子で開催された「中

国四国ブロック商工会女性部交流会」で、島根県代表として発表して頂きました。

例年であれば、女性部を上げて応援に駆け付けるところですが、5類になつたといえどもまだ元通り

になつていなしヽため、各商工会人数制限の中での開催でした。

内容は、女性部が 3年前から取り組んでいるおもてなし交流事業についてで、飯南町の観光案内動

画撮影までの活動を通して、女性部の絆、結束力、そして女性部の存在意義と部員ひとりひとりが果
たす役割の大きさなど、たくさんの新たな気づきがあり、この経験がこれからの女性部活動の大きな

原動力になると思いを新たにしたとしヽう内容でした。

最優秀賞には手が届きませんでしたが、発表者 9人の中の トップバッターで、落ち着いてゆつくり

|よ つきり、とても間きやすい発表でした。

この経験をこれからの女性部で発揮して頂き、より良い女性部になるよう、皆様のこ協力のほどよろ

しくお願しヽします。

(順不同・敬称略)

半
夏
ま
つ
り

・
と
ん
ば
ら
ふ
る
里
夏
祭
り

飯
南
町
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

「半
夏
ま

っ
り
」
と

「と
ん
ば
ら
ふ
る
里
夏
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
夏
の
飯

南
町
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

七
月

一
日

（土
）
「半
夏
ま

つ
り
」
は
、
前
日
か
ら
当
日
の

夕
方
に
か
け
て
雨
が
降
り
続
き
、
開
催
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
祭
り
を
楽
し
み
に
す
る
地
域
の
想
い
が
天
に
届
い
た
の

か
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
頃
に
は
雨
が
上
が
り
、

露
店
が
並
ぶ
通
り
を
多
く
の
人
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
歩

い
て
い

る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
夜
も
更
け
て
く
る
と
、
雨
が
上
が
り
澄
み
切

っ
た

夏
の
夜
空
に
美
し
い
花
火
が
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
、
皆
感
動
の

眼
差
し
で
花
火
の
輝
き
を
見

つ
め
て
い
ま
し
た
。

七
月
二
十
二
日

（土
）
「
と
ん
ば
ら
ふ
る
里
夏
祭
り
」
は
コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
、
四
年
振
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
久
し
ぶ
り
の
開
催
に
多
く
の
来
錫
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
る
と
徐
々
に
来
場
者
の
数
は
増

え
て
い
き
、
夕
方
に
始
ま

っ
た
盆
踊
り
で
は
大
鼓
や
民
謡
に
合

わ
せ
て
皆
が
輪
に
な

っ
て
踊
り
、
そ
の
姿
は
地
域
の
絆
を
象
徴

し
て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

そ
し
て
、
祭
り
も
佳
境
に
差
し
掛
か
り
空
が
夕
間
に
染
ま

っ

て
い
く
と
夏

の
夜
空

に
華
や
か
な
花
火
が

次

々
と
打
ち
あ
が
り
、

間
近
で
見
上
げ
る
そ

の
花
火

の
迫
力
に
皆

圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
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表 彰 区 分 被 表 彰 者 名 事 業 所 名 就 職 年 度

30とF 伊 藤 吉 史 有限会社 一福 平 成 5年

25年

木 村 郁 二 株式会社 島根産業 平 成 9年
中 間 有 三 森島建設 株式会社 平 成 10年

田 部 祐 次 森島建設 株式会社 平 成 10年

20年
中 山   崇 有限会社 一福 平 成 15年

加瀬部   勝 株式会社 とんばら総合開発 平 成 15年

15年

石 倉 雅 人 有限会社 一福 平 成 20年

静 間 智 克 株式会社 飯南 トータルサポー ト 平 成 20年

中 田 紀 雄 株式会社 飯南 トータルサポー ト 平 成 20年

10年
吉 迫 芳 富 有限会社 渡辺建設 平 成 24年

高 尾 清 敏 有限会社 渡辺建設 平 成 25年

5年

田 邊 彰 子 有限会社 渡辺建設 平 成 27年

三 島 信 秋 有限会社 渡辺建設 平 成 28年

渡 り 丈 人 株式会社 後藤建設 平 成 30年

福 間 壮一郎 有限会社 渡辺建設 平 成 30年

令
和
５
年
度
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